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財政援助団体等監査結果報告書指摘事項に関する措置状況 

【令和７年度 財政援助団体等に関する監査結果報告書分】 

指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

【補助金関係】 

 補助金ガイドラインでは、人件費補助をする場合「補助率

は補助対象経費の 50％以下とすること｡｣「給与全体を補助

対象とする場合にあっては、時間外手当は含めないこと｡｣

「50％を超える補助率とする場合は、市の直接雇用や委託

(請負)としない理由を明確にするとともに、補助対象者に

対する人事評価を実施し、目標の達成状況を明らかにする

こと｡」と規定している。観光協会への人件費補助について

は、犬山市観光振興補助金交付要綱に基づき、観光協会事務

局職員の人件費の 80％相当を補助し、時間外手当について

も全額を補助対象としており、補助金ガイドラインに沿っ

た補助とは言い難い状況である。また、人事評価についても

適正に実施されておらず、補助金ガイドラインに則り適正

な検証がなされているのかが疑問であるため、改めて検証

されたい。また、現状の人件費補助を継続する場合には、補

助金ガイドラインに沿った運用となるよう調整を図られた

い。 

犬山市観光協会は、市とともに観光振興事業に取り組む重要なパートナ－とし

て、近年は商品販売により徐々に収益性が向上してきたものの、恒常的な収益

構造を持たない団体への補助であるため、５０％を超える補助率となっていま

す。 

現在、時間外手当は犬山祭や宣伝キャラバン活動など、市と一緒に活動する

内容が見込まれていたため、当初より補助対象分として計算しています。逆に、

人事院勧告に伴う給与修正が発生した場合は、市内他団体が行うような追加補

正予算対応などは、実施せず、自主財源で対応する運用をしている状況です。 

今回の指摘を踏まえ、令和９年度予算分より見直しを図り、時間外及び人事

院勧告に伴う補正については、市内他の補助団体と同様に、対応に切り替えて

いくように調整していきます。 

人事評価についても、運用開始はしておりますが、十分な内容とはなってい

ないため、市の評価基準に準じるような形で行えるよう、引き続き調整してい

きます。人件費の補助率については、補助金ガイドラインに則した運用を念頭

に置きながら、団体の運営状況を踏まえ、毎年協議を行っていきます。  

 

観光課 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

 小口現金については、多額の現金を所持していることが

あり、不正や盗難などのリスクが高まるため、所持金額は 10

万円以内とし、高額な現金収入がある場合は直ちに預金化

されたい。また、小口現金は、金種別に日々の残高を確認の

うえ、小口現金出納帳により入出金を適正に管理し、時には

担当者以外の確認及び上司の承認を得られたい。 

ご指摘をいただいた翌日より小口現金を原則 10 万円以下、高額な入金があ

った場合は遅滞なく預金化するようにしています。小口現金も金種別に残高確

認、および複数名で定期的な残高確認を既に実施しています。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

 手提げ金庫を保管している場所に、未使用の切手が約 1万

5 千円分保管されていたが、残数等の管理がされていない状

況であった。現在、郵便物は料金後納で発送しているため切

手は使用していないとのことだったが、切手も金券である

ため、管理簿を作成し、金種別に枚数を確認のうえ、適正に

管理されたい。 

 

 

ご指摘をいただいた翌日に、金種別に切手管理簿を作成しました。今後は郵

便物の内容に応じて切手を使用し、将来的には切手の残数（残額）は無くしま

す。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

 犬山城券売所や観光案内所等において、違算金が生じた

際には、違算処理を適正に行うとともに、現金管理の正確性

を確保するため、上司の決裁を受けることにより処理され

たい。 

令和 7 年 10 月度より決裁書による違算処理を始めています。 観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

 職員の退職金規程第９条で「退職金の支払い原資を確保

するため、生命保険契約を締結する｡」と規定しており、職

員３人については生命保険(養老保険)に加入し生命保険料

の２分の１に相当する額を特定資産に計上しているが、令

和６年度から新たに退職金に充当する準備金として定期預

金で約 4,300 万円を保有していた。退職給付準備資産とし

て特定するのであれば、貸借対照表に特定資産として明記

し、保険積立金を含めた退職給付準備資産の額は、退職給付

引当金の額以下となるよう調整を図られたい。また、退職金

規程の見直しをするとともに、これらの退職給付準備資産

については、事務局のみの決定によるのではなく、理事会に

諮り承認を得られたい。加えて、退職理由に関わらず、市職

員が退職した場合の退職金と比較し、観光協会職員が市職

員の退職金額を上回ることがないよう見直されたい。 

退職給付準備資産を貸借対照表に計上し、保険積立資産との合計額が退職給

付引当金と同額になるよう適正に管理することで、資金の使途を明確化しま

す。また、退職金規程の見直しに着手しており、市の支給条件を上回らないよ

う犬山市退職手当支給条例に準拠した内容へ是正します。これらの資産管理及

び既定の改正にあたっては、事務局のみの判断で行うことなく、理事会の承認

を得る体制を徹底し、適切な組織運営を図ります。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

 退職金規程第４条で退職金支給額の算出方法について規

定しているが、調整額の算出方法が犬山市職員の調整額を

超える算出方法となっているため、市と同額以下となるよ

う規程を見直されたい。 

ご指摘いただいた内容は、当協会の認識不足によるものです。自己都合退職

者の調整額について、犬山市職員の退職手当支給条例の規定を準用し適切に処

理します。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

 文書の受発信については、事務処理規定第８条に規定し

ており、文書処理簿を備え置くこととされているが、文書処

理簿が作成されておらず、文書の受発信記録が行われてい

ない状況であったため、文書処理を適正に行われたい。 

事務処理規程に基づき、文書処理簿を適切に備え置き、文章の受発信記録を

正確に行う体制を整備します。令和 8 年度より実施します。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

 

 

 



 

3 

指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

会計処理については、事務処理規程第 15 条から第 20 条

に規定しており、第 16 条で「物品購入については 80 万円

未満の場合は随意契約によることができる」としているが、

実際には 80 万円以上の場合でも随意契約により行ってい

た。また、随意契約については、第 20 条で「当該業者以外

の業者の見積もり等によって、契約内容が適正妥当である

か判断し行う」と規定しているが、ほとんどが１者からの見

積徴収のみにより業者を決定しており、適正妥当であるか

の判断が行われていない状況であった。いずれにおいても、

市の規程に準拠し、適正に業者選定を行われたい。 

事務処理規定に基づき、80 万円以上の物品購入における随意契約を改め、適

正な業者選定を行います。市の契約規則の運用を参考に改善に取り組んでいま

す。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

取得価格が 10 万円以上の物品等については、固定資産台

帳で管理しているが、償却期間が満了すると固定資産台帳

から削除し、その後は管理がされていない状況であった。物

品が現存する限り１円として台帳に残し、管理されたい。ま

た、市と同様に犬山市財産管理規則に準じて３万円以上の

物品を備品として備品台帳を作成し、常に現物確認できる

よう整備し、償却期間に関係なく廃棄するまでの間は保管

場所等も含め適正に管理されたい。 

 

過去５年間の備品購入履歴を遡り、備品台帳を整備するよう令和８年８月を

目途に改善に取り組みます。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

市が示している補助金ガイドラインで 50％を超える補助

率としている観光協会においては、人事評価を実施し、目標

の達成状況を明らかにしなければならないが、人事評価の

実施状況を確認したところ「能力･態度評価」は実施してい

るが、｢業績評価｣は実施していないとのことだった。｢業績

評価｣を実施していないということは、目標の達成状況を明

らかにしていないということになるため、早急に業績評価

を実施されたい。 

ご指摘を真摯に受け止め、目標の達成状況を明確化する「業績評価」を導入

します。当協会は「認知度向上」「交流人口の拡大」「持続可能な観光まちづく

り（ファン拡大）」を目標に掲げており、これら目標の達成と、職員が意欲的

に職務に邁進できる職場づくりを最優先事項としています。現在、社労士の助

言を得ながら、実効性のある人事評価制度の構築に向け検討を進めています。

今後は令和８年度中に制度作成、令和９年度から実施することを目指します。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

【負担金関係】 

 各種事業を実施するにあたり、施行伺いの決裁がされて

おらず、事業実施後に支出の決裁伺いを行っている状況で

あった。上司の承認を得ず、担当者の判断で事業を遂行して

いると捉えられるため、事業の施行前に決裁者に上申し、適

切な事務処理を行った上で、事業を遂行されたい。 

 

事業の実施にあたっては、必ず施行前に決裁者に上申し、上司の承認を得た

上で遂行するよう、全職員へ周知徹底を図りました。今回の監査では令和６年

度分についてご指摘をいただきましたが、令和 7 年度より適切な事務処理プロ

セスを経た事業運営に努めています。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 
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指摘事項 措置状況 課名 報告年月日 

 宿泊を伴う出張旅費において、宿泊料が犬山市旅費支給

条例に規定する宿泊料の額を超えて宿泊しているケースが

散見された。確認したところ、犬山市の旅費支給条例に準じ

て支給しているとのことであったが、実際には犬山市の規

程を超える金額も認められ、負担金の一部として市が負担

している状況であったため、犬山市旅費支給条例に準じて

適正に支給されたい。さらに、宿泊費に含まれる食費(朝食・

夕食込み)についても明記されたい。また、犬山市に準拠し

た規程となるよう出張旅費規程を改められたい。 

犬山市の改正に伴い、令和 8 年度より当協会も出張旅費規程を犬山市に準拠

する形で改定予定です。改めて全職員に旅費規程を明示し、規程を超える精算

を行わないように適切に事務処理を行います。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

 支出調書を確認したところ、請求書に記載された数量が

「一式」という表記になっており、内訳明細が不明な請求書

が散見された。詳細については、担当者が把握しているとの

ことであったが、請求内容が確認できない状況であったた

め、請求書には内訳明細を記載してもらい、請求金額に誤り

がないか確認のうえ、支払処理を行われたい。 

支出内容の透明性を確保するため、取引業者に対して請求書への具体的な内

訳明細の記載を令和 7 年度より依頼しています。支払処理の際には、担当者お

よび決裁者が請求内容と金額の整合性を確認し、適正な事務処理を行います。 

観光課 

（犬山市観光

協会） 

 

令和 8 年 

3 月 24 日 

 


